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自 分 が 選 ぶ
教頭 猪 股 清 子

一年が終わり、また新しい年が始まります。行く年はみなさんにとってどんな年だった
でしょう、そして来る年をどんな年にしたいと願っているでしょうか。
私自身にとってこの一年は……と考えると、少し前に読んだ心理学の本が頭をよぎりま

した。不快とか困難とか思うのは、自身でそういう自分を選択しているのだという内容で
す。不快に思うのは不快でいる自分を選んだということであり、自分に起こる出来事がど
ういう意味を持つのかは自分自身が決めているのだというのです。「なるほど」と思いま
した。自分の価値観を最も大切にしていいと言われたようで、何やら自由になったような、
ほっとした気分になりました。やはり読書はいい。忙しい毎日でも大切にしたい時間です。
百三段(ももさだ)の丘から遠く秋田市の夜景を望む夕方の巡回の一時も、私の好きな時

間です。すっかり日が落ちた後も校内のあちこちから吹奏楽部のパート練習の音が聞こえ、
体育館やグラウンドにはあかあかと灯りがともって、新高生の活力を感じさせます。そし
て教室で一心不乱に机に向かう３年生の姿を廊下から眺め、「いいぞ」と心で声をかけな
がら、元旦にはたっぷり神様にお願いしようと決めているこの頃です。

～ 学 校 保 健 委 員 会 よ り ～

１０月２０日、学校医の木村衛先生（内科）、松戸武夫先生（眼科）、学校歯科医の堀川信行先
生、学校薬剤師の柴田隆先生が来校し、新高生の健康の保持・増進のためにお話をいただきました。
保健室の利用状況や検診などの結果、各医院での高校生の様子などを挙げてもらいながら、今後注
意すべきことや予防すべきことのアドバイスをいただきました。
詳細は「保健だより」（NO.7：10月30日配布）をご覧ください。

♯ 吹奏楽部第３０回記念定期演奏会 ♭

１０月２５日、秋田県民会館において行われた吹奏楽部の定期演奏会は、第30回を記念し、第二
部に客演指揮者として元顧問の髙野豊昭氏、前顧問の塩谷普氏を招いてOB・OGと合同で演奏しまし
た。また、２０分以上の大曲である《ハンガリー民謡｢くじゃく｣による変奏曲》や、歌とダンスを
交えたポップスステージを展開し、盛会な演奏会となりました。たくさんのご来場ありがとうござ
いました。

進 路 決 定 の 概 要
進路指導主事 石 井 啓 之

【就職状況】 高校生求人状況の好転もあり、希望者全員が就職先を内定しました。内定者は民間
企業27名（県内23名・県外4名）、公務員5名です。公務員では、秋田県（一般事務）に22年ぶり、
秋田市（行政）に初の合格者が出ました。
【進学状況】 センター試験の出願者は84名（昨年度88名）です。４年制大学、短大、専門学校の
ＡＯ、推薦、一般入試などの合格者は116名となり、現在の進学希望者166名のうち70％が進学先を
決定しました。国公立大学のＡＯ・推薦入試では、例年より多くの生徒が県外大学に挑戦したこと
も奏功して、合格者数を伸ばしました。これからの50名は、センター試験や各校一般入試に向けて
ラストスパートの勉強に励んでいるところです。

進路志望･決定状況 12月14日現在
進路状況 合計 国公大 私 大 短 大 専門校 進学未定 民間 公務員 就職未定 全く未定

１年生 ９月志望 175 77 18 12 32 21 0 9 6 0

２年生 ９月志望 195 77 20 18 31 22 17 8 2 0

３年生 ９月志望 198 42 52 26 46 0 27 5 0 0

３年生 決定状況 １４８ １１ ３８ ２５ ４２ ０ ２７ ５ ０ ０

（昨年同期） (136) (5) (33) (23) (47) (0) (24) (4) (0) (0)



～～ 修 学 旅 行 ～～ ２ 年 部

古典の時間に修学旅行を振り返り、短歌を詠みました。２年Ｂ組の猪股健太君の短歌とそれに寄
せられたコメントを紹介します。

右左どこかも分からぬ京（今日）の町
そ こで探すは財布なりけ り

２日目の自主研修の日、私はバスに財布を置き忘れるという失態をしてしまいました。
その中で相談に乗ってくださった添乗員さん、電話越しの関西弁で何を言っているのか聞
き取れない私に根気強く対応してくださったバス営業所の方、一番わかりやすく話してく
れた女性の職員の方、一銭も取らずに営業所に届けてくださった見知らぬ方など、トラブ
ルの中で多くの人の温かい対応と行動に感動しました。この旅行は、トラブルを含めて初
体験のことが多く、人生においても印象深く、人の優しさにも触れ、大変勉強になり成長
できたと思います。

結団式で校長先生からは「京都・奈良の史跡で本物に触れ、土地の人々、文化との出会いを体験
しよう。また、薬師寺の僧侶の『旅には他火（たび）という字がふさわしい。旅先で出された食事
に感謝し、同時に我が家の食事に感謝したい』という言葉を心に留めてほしい。」とのお話で送り
出していただきました。今回の修学旅行ではここで紹介された短歌にあるようにみんなそれぞれ心
に残る体験し、お世話になった方々、送り出してくれた保護者の方々への感謝の気持ちを持てた修
学旅行になったのではないでしょうか。

部 活 動 等 の 活 躍！

【弓道】
平成27年度全国高等学校総合体育大会(インターハイ) 秋田県高等学校体育連盟中央支部新人大会
男子個人 第６位 渡邉雄真 女子学校対抗 第１位

第66回県民体育大会 女子１部シングルス 第１位 佐々木ひなの
総合団体男子 第３位 第３位 小形日和
遠的団体男子 第３位 女子１部ダブルス 第３位 佐々木ひなの・小形日和
近的個人男子 第１位 加藤祐介 秋田県高等学校新人体育大会
近的個人男子 第６位 渡邉雄真 女子学校対抗 第３位
総合団体女子 第１位 女子１部ダブルス 第１位 佐々木ひなの・小形日和
遠的団体女子 第１位 東北新人出場
近的団体女子 第２位 女子１部シングルス 第１位 佐々木ひなの 東北新人出場
近的個人女子 第６位 倍賞佳音 【陸上競技】

秋田県高等学校体育連盟中央支部新人大会 秋田県高等学校体育連盟中央支部新人大会
男子団体 第３位 男子フィールド総合 第２位
男子個人 第１位 千田健太 男子走り幅跳び 第５位 京谷蒼之介

秋田県高等学校新人体育大会 男子砲丸投げ 第１位 淡路雄一郎
優秀選手賞 太田弘人 男子砲丸投げ 第６位 秋元太陽

【剣道】 男子円盤投げ 第６位 淡路雄一郎
秋田県高等学校体育連盟中央支部新人大会 男子ハンマー投げ 第１位 秋元太陽
男子団体 第２位 男子ハンマー投げ 第４位 四津谷凌太
男子個人 第３位 菅原拓真 男子やり投げ 第３位 佐藤健太

秋田県高等学校新人体育大会 女子400ｍハードル 第３位 遠藤菜摘
男子団体 第２位 東北新人出場 女子砲丸投げ 第１位 加藤志織
男子個人 第３位 菅原拓真 東北新人出場 女子円盤投げ 第１位 加藤志織
男子個人 第３位 横山凌大 東北新人出場 女子円盤投げ 第６位 石川侑奈

【サッカー】 秋田県高等学校新人体育大会
全国高等学校サッカー選手権大会秋田県大会 第３位 女子砲丸投げ 第４位 加藤志織 東北新人出場
秋田県高等学校体育連盟中央支部新人大会 第３位 【写真】
秋田県高等学校新人体育大会 第３位 秋田県高等学校文化連盟写真部会中央支部展
【男子テニス】 佳作 小出優花、木村太亮
秋田県高等学校体育連盟中央支部新人大会 秋田県高等学校総合美術展 写真部門

学校対抗 第２位 推奨 今井未希
【女子テニス】 【書道】
秋田県高等学校新人体育大会 全県高校席書大会 ２等 斉藤爾伽、中路彩夏

女子団体 第３位 ３等 中山栞里
【ソフトボール】 【吹奏楽】
全県高校女子ソフトボール選手権大会 第４位 全日本吹奏楽コンクール第56回中央地区大会 金賞
【バドミントン】 全日本吹奏楽コンクール第57回秋田県大会 金賞
第66回県民体育大会 【美術】
少年女子１部ダブルス 第３位 佐々木ひなの・滝沢優奈 秋田県高等学校総合美術展 絵画部門
少年女子２部ダブルス 第１位 伊藤あやめ・那須七海 推奨 工藤瑠莉、佐川 樹
少年女子２部シングルス 第１位 伊藤あやめ 入選 駒野ほのか、高橋 蛍
少年女子２部シングルス 第２位 那須七海 【理科研究】
少年女子２部シングルス 第３位 佐藤円香 財団法人齋藤憲三・山﨑貞一顕彰会
少年女子２部シングルス 第３位 佐藤里紗 秋田県におけるセキレイ類の生態と分布の研究 研究助成認定

第34回全日本ジュニアバドミントン選手権秋田県予選会 秋田県児童生徒理科研究発表大会
女子ダブルス 第１位 佐々木ひなの・小形日和 秋田市塩曳潟における希少淡水魚の研究 齋藤憲三・山﨑貞一賞
女子シングルス 第３位 佐々木ひなの 【出版委員会】

秋田県高等学校新聞コンクール 優秀賞・割付賞


